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コンクリート診断士試験
過去問選択40問 解説

十河 茂幸

 江良 和徳
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問題（１）

◆ 急速な打込みが原因のひび割れ

（１）乾燥収縮ひび割れ

（２）コールドジョイント

⇒ 打ち重ね時間間隔が長い

（３）沈みひび割れ ⇒ ブリーディングが原因

（４）斜めひび割れ ⇒ 一般的には生じない

正解は（３）

2013年度 問題1

１

乾燥収縮ひび割れのメカニズム

収縮が拘束されるとひび割れが生じる。
完全拘束状態では、約100μの収縮で生じる。
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コールドジョイントの発生事例

連続的な打込みができない場合に生じる。

日経コンストラクション
「コンクリート名人養成講座」より

型枠面の沈みひび割れは生コンで対応

鉄筋

粗骨材

ひび割れ

打込み直後のコンクリート上面

打込み終了後1～2時間経過し、
コンクリート上面にブリーディング水
がたまる。

ブリーディング水により鉄筋下面に空隙ができる。

粗骨材の下面にもブリーディング水が集まり、
空隙ができる。
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２

問題（２）

◆ エフロレッセンス

（Ａ） 可溶性のＮａ２ＳＯ４、Ｃａ（ＯＨ）２

（Ｂ） 不溶性のＣａＣＯ３

（Ｃ） 相対湿度が低い方が生じやすい。

⇒ 拡散しやすいことによる。

正解は（１）

2013年度 問題２２
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一次エフロレッセンスと２次エフロレッセンス

エフロレッセンスとは
Ca(OH)2＋CO2→CaCO3＋H2O

この反応により炭酸カルシウムが析出する現象

３
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（３）の解説

正解 （３）

エフロレッセンスとは、コンクリート中の水酸化カルシ
ウムが、空気中の二酸化炭素と反応して、炭酸カルシウム
となり、白い結晶となる現象である。

温度が低いほど、水の溶解度が大きくなり、低温の環境
で生じやすい。

早期に脱枠すると、乾燥が進んで水分が蒸発し、エフロ
レッセンスが生じやすくなる。

2017年度 問題３３

４
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問題（３）
◆ 鉄筋コンクリート梁の曲げ応力とひずみ

（Ａ） 曲げひび割れが生じた段階

（Ｂ） 鉄筋が降伏したとき

（Ｃ） コンクリートの圧縮破壊

正解は（４）

2013年度 問題３

４

釣り合い鉄筋比とは

引張側の鉄筋と、圧縮側のコンクリートが同時に
許容応力度に達するときの引張鉄筋比 

釣り合い鉄筋比と同等 ⇒ 引張鉄筋と圧縮側コンクリートが同時

に許容応力度に達する

釣り合い鉄筋比以下 ⇒ 引張鉄筋が先に許容応力度に達する

釣り合い鉄筋比以上 ⇒ 圧縮側コンクリートが先に許容応力度

に達する
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５

問題 ４

鉄筋コンクリート梁部材の曲げ剛性と一次固有振動数

固有振動数は、質量と剛性で決まる。

梁部材の曲げ剛性が低下すると、一次固有振動数も低下

正解 （１）

2014年度 問題４
５
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６

問題（４）

◆ 中性化深さに及ぼす環境の影響

✓ 中性化は、化学反応である。つまり、温度が高
い方が早く進む。

✓ 二酸化炭素の浸透の影響であり、相対湿度が
50～60％程度が最も早く進行する。

相対湿度が同じ場合、温度が高い Ｃ＞Ａ

温度が同程度の場合、相対湿度60％ Ｂ＞Ｃ

よって、Ｂ＞Ｃ＞Ａ 正解（３）

2013年度 問題４６
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中性化の速さに及ぼす影響

✓ 水結合材比が小さいほど ⇒ 遅い

✓ 普通ポルトの方が混合セメントより ⇒ 遅い

✓ 含水率が大きいほど ⇒ 遅い

✓ 室内より室外の方が ⇒ 遅い

✓ 仕上げがあると ⇒ 遅い

✓ 南側、西側より、北側、東側が ⇒ 遅い

✓ 温度が高い方が ⇒ 早い

中性化速度に及ぼす相対湿度の影響
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７

問題（５）

◆ 塩化物イオン浸透と中性化の複合劣化

高炉スラグ微粉末の置換率の影響

高炉スラグ微粉末は、鉄筋腐食の防止効果
がある。 ⇒見かけの拡散係数が小さい。

Ｃａ（ＯＨ）２ が減少

［Ｃｌ－］／［ＯＨ－］ が最小のａ点で腐食が抑制

正解（１）

2013年度 問題５
７
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８

問題（７）
◆ 耐凍害性に及ぼす影響

（１）空気量は、3%以上で耐久性指数が大

（２）気泡間隔係数が小さいと耐久性指数が大

⇒気泡間隔は空気量が多い程小さい

（３）飽和度が高いのは、凍害要因の水が多い。

⇒ 飽和度が高いと凍害を受けやすい

（４）セメント水比が大（強度が高い）と凍害を受けにくい

正解（３）

2013年度 問題７８
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空気量と耐久性指数

■気泡分布
硬化コンクリート中の気泡径の分布，

 空気量,気泡間隔係数を測定する。

 測定範囲；１０μｍ～数ｍｍ

 コンクリート中の気泡部分を実体顕微鏡
 で入力し，画像処理装置により解析。
（１試料の測定時間 ： １０分）

 

 

コンクリート中のエントレンドエアーの確認

 コンクリートの凍結融解抵抗性の評価

気泡間隔係数 ２５０μｍ以下であれば
凍結融解抵抗性は良好と判定
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■凍結融解の繰り返し試験
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問題 ８

ASRに関する 不適当なもの

（１）プレストレスの拘束方向にひび割れ 〇

（２）細孔溶液中のOH－イオン濃度が高い程大きいひび割
れ 〇

（３）モルタルバーで無害であってもひび割れが生じる。〇

（４）有害な骨材と無害な骨材を混合すると比例する、

ペシマムが存在する ×

不適当なもの 正解 （４）

2014年度 問題８
９

ASRに及ぼす影響

（１）拘束の強い方向に生じる。

（２）アルカリ量が高いことになる。

（３）現行のモルタルバーで
評価できない場合もある。

（４）反応性骨材のペシマム
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10

（９）の解説

正解 （３）

化学的腐食に関する問題である。

硫酸塩を多く含むセメントを使用すると、エトリンガイ
トが生じやすい。特に、蒸気養生を高温で行うと、エトリ
ンガイトが水分を多く含む環境で膨張する場合がある。

DEF（Delayed Ettringite Formation）

と呼ばれる現象である。

2017年度 問題９10
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◆ エトリンガイト遅延生成（DEF)の影響

エトリンガイト ⇒ CaO SO3 Aｌ2O3

硫酸塩がアルミネート系水和物と反応

遅延生成の条件

温度が高い養生条件（蒸気養生）

水分が十分に存在する条件

正解（３）

エトリンガイトの遅延生成（ＤＥＦ）
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11

問題 １０

硫酸による化学的侵食の問題 組み合わせで適当なもの

硫酸が作用すると、セメントの水和物Ca(OH)2と反応

Ca(OH)2＋H2SO4 → CaSO4・２H2O（二水石こう）

さらに、けい酸カルシウムとも反応して

二水石こうとシリカゲルを生成する。

硫酸の作用では、水セメント比が小さい程劣化しやすい。

正解 （３）

2014年度 問題１０
11
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12

問題（８）
◆ 硫酸塩土壌の基礎と部位の影響

土壌に接していない基礎が乾燥状態にあると、

コンクリート内部に上下方向に湿度勾配が付き、

土壌から多量の硫酸イオンが上昇して侵食する。

Ｃの部位が劣化

正解（３）

2013年度 問題８12
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問題（１２）
◆ コア供試体の中性化深さ測定（JIS A 1152）

（１）コアの表面が濡れている状態で測定

⇒ 乾燥させて測定

（２）呈色が薄いから、再度溶液を噴霧

（３）粗骨材の両端の位置を結んだ直線上で測定

（４）赤紫色に抵触した個所を0.5mm単位で測定

不適当な 正解 （１）

2013年度 問題１２
13
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（１２）の解説

正解 （１）

電位差滴定法では、コンクリートを微粉砕した試料を用
い、硝酸を加えて溶液のｐHを3以下にする。

その後、加熱煮沸して全塩化物イオンを抽出する。

常温まで冷却した溶液をろ過し、蒸留水で定容にし、

滴定する。

（A）には硝酸、（B)にはｐH3以下、（C)には蒸留水

が入る。

2017年度 問題１２14
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15
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問題（１５）

◆ JIS A 1107 コアの圧縮強度

圧縮強度は、直径の2倍の高さで評価

コア採取で高さが不足した場合は補正が必要

直径100ｍｍ 高さは200ｍｍ必要

高さ163ｍｍの場合 補正係数 0.97

2.67×105÷（50×50×3.14）×0.97＝33.0

正解 （２）

2013年度 問題15

15

強度の補正係数
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16

問題（１８）

◆ 塩害環境のコンクリート構造物の調査

（１）粗骨材の最大寸法の3倍のコア直径

（２）コアの割裂面に硝酸銀溶液を噴霧し、塩化
物イオンの浸透深さを測定

（３）ＥＰＭＡ（電子マイクロアナライザー）を用い
で塩化物イオンの分布を測定

（４）中性化した領域を含めて拡散係数を算出

不適当は （４）

2013年度 問題１８16
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中性化による塩分濃縮

拡散係数は塩分濃縮を考慮

17
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問題 １６

コンクリートの反発度の測定方法（JIS A 1155）

（１）環境温度35℃であった。 ⇒ 0~40℃ 〇

（２）測定面の水分を取り除いた。 ⇒付着物はふき取る〇

（３）測定間隔を 40mmとした。 ⇒ 25～50ｍｍ 〇

（４）測定値の偏差が25％で測定値として採用 ×

⇒ 偏差が20％以上あれば代替え値を採用

誤っているもの 正解 （４）

2014年度 問題１６
17

18
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問題 １７

超音波によるコンクリートの厚さ測定 適当なもの

伝播時間の差から計算

80×10－6 秒

超音波伝播速度 ４０００ｍ／ｓ

4,000×80×10－6＝0.32（ｍ）

版の厚さはその半分 160ｍｍ

正解 （２）

2014年度 問題１７
18

19
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問題（１７）
◆ 電磁波レーダー法

電磁波の周波数が高いほど、

分解能は向上する。

探査できる深さは浅くなる。

電磁波の伝搬速度に影響するのは

⇒ コンクリートの比誘電率

正解 （１）

2013年度 問題17

19

■電磁波レーダー法 コンクリート表面からレーダー波を入力させ，
その反射波をとらえて，コンクリート内部状態
を推定する．

・波長長い…測定深さ大，分解能低下

・波長短い… 測定深さ小，分解能良好（減衰大）

適用例…①トンネル覆工と地山部の空隙の推定
②鉄筋位置，深さ

Ｘ線 紫外線 赤外線 マイクロ波

可視光線

１０ １０  １０  １０ １０
-6 -3 0 3 6

波長（μｍ）

ＲＣレコーダー測定状況

トンネル覆工（電磁波法）

出典：棚野博之，コンクリートの非破壊検査技術，内部欠陥，
コンクリート工学 Vol.33,No.3，1995
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電磁波レーダ法：鉄筋位置および被り厚さ測定

RCレーダ探査状況

測定データの例

20



2023年度十河塾

30

問題 １９

火災を受けた受熱温度の推定 不適当なもの

（１）ＵＶ吸収スペクトル 混和剤の分解温度から推定可 〇

（２）粉末Ｘ線回折 水酸化カルシウムの存在を確認 〇

（３）熱重量分析 水酸化カルシウムの存在から推定可 〇

（４）蛍光Ｘ線分析 Ｃａ/Ｓｉ から受熱温度は推定不能 ×

不適当なもの 正解 （４）

2014年度 問題１９
20

UV吸収スペクトル法
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・高真空中で金属に熱電子を照射して，特性X線を発生させる。
・この特性X線を試料に照射して，試料の格子面で反射したX線の内，干渉によって振幅が
大きくなった反射X線を検出する。
・回折角（2θ）を連続的に変えて，その時の反射X線の強度を測定することにより，

X線回折図を作成する。
・得られた回折パターンから結晶物質を同定する。

Ｘ線回折分析装置 XRD (X-ray Diffractometer)

適用例
・セメント水和物，鉱物，粘土鉱物などの表面形態の観察
・元素分析による構成鉱物の特定

未変質部

Ca溶脱による

変質部

回折角度 ２θ(deg.)

回
折
強
度

C-S-H

C-S-H

Ca(OH)2 Ca(OH)2

Ca(OH)2

Ｘ線粉末回折
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示差熱重量分析

示差熱重量分析 （TG/DTA）
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蛍光X線

21
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（２０）の解説 2020年度に再掲

正解 （４）

分極抵抗法は、コンクリート表面と鉄筋の表面に高周波の交
流電流を印加した時に測定される（A）と低周波の交流電流
を印加した時に測定される（B）の差分から分極抵抗を求め
る。

（A）には、R2、（B）には、R1＋R2 が入る。

コンクリート中の鉄筋の腐食速度は、（C）に比例する。

（C）には、１／R1 が入る。

したがって、（４）が適当である。

2017年度 問題２０

21

問題（２０）の解説
分極抵抗と反比例の関係にある腐食電流密度を求めることにより腐食速が
推定できる。

分極抵抗は、外部電極の電位がΔE変化すると、ΔIの電流が流れ、オーム
の法則で、 ΔE＝Rｐ・ΔＩ と分極抵抗Ｒｐが求まる。

分極抵抗は、腐食電流密度Ｉcorrと反比例する関係にあり、

Ｉcorr＝Ｋ・１/Ｒｐ が成立する。

ここで、Kは比例定数で、環境条件等により変化するが、コンクリート中
の鉄筋では、0.026がよく用いられる。

外部から流す電流は、直流と交流の両方が考えられるが、交流インピーダ
ンス法では、図のような回路になり、高周波数の場合は、電気容量Cはほ
とんど充電されず、低周波数の場合は、Cが十分に充電される。

よって、高周波数の場合に電流は、R２～Cの経路を流れ、回路全体の抵抗
はR2となり、低周波数の場合は、R2～R1を流れるため、回路全体の抵抗は
R2＋R1となる。
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分極抵抗法
コンクリート表面に対極と照合電極を設置し，
対極から鉄筋に微小電流（ΔⅠ）を与えた時
鉄筋の電位がΔＥだけ変化する。以下の式の
Ｒpを分極抵抗という。

 ΔＥ＝Ｒp・ΔⅠ

  分極抵抗Ｒpと腐食電流Ⅰcの間には以下の
関係がある。

 Ⅰc ＝Ｋ／Ｒp Ｋ； 比例定数

したがって、Ｒpを測定することにより，
腐食速度を評価することができる。

出典：土木学会，鉄筋腐食・防食および補修に関する研究の現状と
今後の動向，コンクリート技術シリーズ26

22
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問題（１９）

◆ 三成分系の測定結果からＡＳＲの可能性

対角線上におろした垂線の長さ

Ａの量は ａ Ｂの量は ｂ

シリカが多いものを選定

⇒ Ｂ（ＳｉＯ２ ４０％）

 Ｃ（ＳｉＯ２ 70％）

正解（２）

2013年度 問題１９

22

23
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（１９）の解説

正解 （３）

ASRが疑われるコンクリート構造物からの試料の調査

（１）白色ゲル状の物質を蛍光X線分析や走査型電子顕微鏡
（SEM）で観察するのは、適当。

（２）骨材の岩種や反応性鉱物を、偏光顕微鏡で観察するの
は適当。

（３）コンクリート中のアルカリは、原子吸光光度計やICP
で測定できる。 不適当

（４）コンクリートの弾性係数を超音波伝播速度から測定可
能である。 適当

2017年度 問題１９23

【蛍光Ｘ線分析について】

蛍光X線分析とは、物質にX線を照
射したときに出る蛍光X線を利用して
行う元素分析方法である。
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【偏光顕微鏡観察について】

偏光顕微鏡とは偏光を利用した顕微鏡
であり、岩石や鉱物の観察をはじめ、広く
結晶の光学的性質を調べるために使用さ
れる。

24
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問題（２０）

◆ 試料の調査項目と分析機器

骨材中の反応生成物

⇒偏光顕微鏡

エトリンガイトの生成状況

⇒ 走査型電子顕微鏡

水酸化カルシウム量

⇒ 示差熱重量分析

正解（２）

2013年度 問題２０
24

偏光顕微鏡の画像
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走査型電子顕微鏡（ＳＥＭ）

示差熱重量分析

TG:熱重量測定
DTA：示差熱分析
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25

問題 ２０

測定方法として 適当なもの

（１）可溶性塩化物イオン量は、粉末Ｘ線回折ではない ×

⇒ 電位差滴定法かクロム酸銀吸光光度法による

（２）エトリンガイトの生成量は、ブレーン空気透過装置では
ない。 × ⇒ 粉末Ｘ線回折装置のよる

（３）イオウ元素は、ＥＰＭＡで測定可能 ⇒ 〇

（４）細孔径分布は、偏光顕微鏡ではない ×

⇒ 水銀圧入法で測定する

  適当なもの 正解 （3）

2014年度 問題２０
25
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電子線マイクロアナライザー
EPMA (Electron Probe Micro Analyzer)

・電子顕微鏡観察を行いながら，微小領域の元素分析を行う。
・加速電子が試料に衝突した時に，二次的に放射される特性X線を検出し，試料の元素分析
を定性的，定量的に分析する。
・面分析による元素濃度分布
 

応用例
・セメント水和組織の元素成分の変化
・塩分浸透，カルシウム溶脱などのコンクリート劣化機構の解明

・骨材とｾﾒﾝﾄﾍﾟｰｽﾄ界面部のCa濃度の
低下が認められる。

電子線マイクロアナライザー
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偏光顕微鏡の画像

細孔径分布の測定



2023年度十河塾

44

26

問題 ２２

建設後20年経過の中性化深さ 適当なもの

中性化深さ 22ｍｍ 標準偏差 ９ｍｍ かぶり厚さ 40ｍｍ

22＝Ａ√20 標準偏差 ９＝Ｂ√20

40年後 Ｘ＝Ａ√40 Ｘ＝22√40／√20 ＝31.1

ｙ＝Ｂ√40 ｙ＝9√40／√20 ＝12.7

かぶり厚さを超える確率 ｚ

ｚ＝（40－31.1）÷12.7＝0.7 面積 Ｓ＝0.258

0.5－0.258＝0.242 40mmを超える確率 24％

正解 （２）

2014年度 問題２２
26
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27

問題 ２３

竣工後45年経過のRC橋脚 全塩化物イオン量の測定

最も不適当なもの

（１）中性化深さはかぶり厚さより大きい ×

（２）除塩不足の海砂が使われている。 〇

（３）外部からの塩分の供給はない 〇

⇒ 塩分濃縮が生じて、塩化物イオンの量が移動。

（４）鋼材の腐食は生じていない。 〇

不適当なもの 正解 （１）

2014年度 問題２３
27
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見掛けの拡散方程式
フィックの第2法則

0

0.2

0.4

0.6

0.8

1

1.2

1.4

0 20 40 60 80 100

塩
化
物
イ
オ
ン
量
（
kg
/m

3
）

表面からの距離 （mm）

中性化深さ

塩分濃縮の現象

① 塩化物イオンが、フリーデル
氏塩として固定化される。

② 中性化すると固定化されて
いた塩分が可溶性となり、細孔
溶液中に移動する。

③ 未中性化域で、フリーデル氏
塩は再度固定化される。

④中性化が進むと、塩分は内
部に移動する。

この現象が塩分濃縮という。
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28

問題 ２４
ＡＳＲゲルの観察・分析結果として不適当

ASRの観察

（１）電子顕微鏡（SEM) アルカリシリカゲルの確認 〇

（２）酢酸ウラニル蛍光法 アルカリシリカゲルの確認 〇

ASRの組成分析

（３）エネルギー分散型X線装置（EDS・ＥＤＸ）

シリカのアルカリ（Ｎａ，Ｋ）の測定をしているので、 〇

（４）粉末X線回折による調査では、石英、長石、カルサイトの

分析しても判定できない。 ×

正解 （４）

2014年度 問題２４
28
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電子顕微鏡観察を行いながら，微小領域の元素分析を定性的，
定量的に分析する。

適用例
・元素分析による構成鉱物の特定

■エネルギー分散型検出装置
EDX (Energy Dispersive X-ray Spectroscopy)

ＳＥＭ／ＥＤＸ装置

走査型電子顕微鏡（ＳＥＭ）
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・高真空中で金属に熱電子を照射して，特性X線を発生させる。
・この特性X線を試料に照射して，試料の格子面で反射したX線の内，干渉によって振幅が
大きくなった反射X線を検出する。
・回折角（2θ）を連続的に変えて，その時の反射X線の強度を測定することにより，

X線回折図を作成する。
・得られた回折パターンから結晶物質を同定する。

Ｘ線回折分析装置 XRD (X-ray Diffractometer)

適用例
・セメント水和物，鉱物，粘土鉱物などの表面形態の観察
・元素分析による構成鉱物の特定

未変質部

Ca溶脱による

変質部

回折角度 ２θ(deg.)

回
折
強
度

C-S-H

C-S-H

Ca(OH)2 Ca(OH)2

Ca(OH)2

29
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問題 ２８

道路橋RC床版の上面の変状 不適当なもの

（１）雨水の滞水状態の差 ⇒ 可能性あり

（２）舗装打継目の有無 ⇒ 可能性あり

（３）大型車両交通量の差 ⇒ 可能性あり

（４）橋軸直角方向の負曲げによる作用応力の差

⇒ 負曲げで生じる箇所に損傷が少ない。 ×

不適当なもの 正解 （４）

2014年度 問題２８
29

30
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問題（３０）

◆ 耐久性に関する通達

（１）1970年代 海砂の塩分規制 ⇒1978年

（２）1980年代 塩害対策指針 ⇒1984年

（３）1990年代 生コンのセメントのASR対策

（４）2000年代 生コンの単位水量検査 ⇒2004年

セメントの選定を対策にしたのは1886年

不適当な 正解（３）

2013年度 問題３０

30

31
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問題（３２）

◆ 鉄筋コンクリート構造物の変状

（１）写真1（ASR)に電気化学的脱塩工法

⇒ アルカリイオンが集まり、×

（２）写真2（漏水）にエポキシ樹脂を注入

（３）写真3（コールドジョイント）にポリマーセメントペースト

（４）写真4（鉄筋腐食）に断面修復と表面被覆材

最も不適当なもの 正解（１）

2013年度 問題３２
31

32
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問題（３３）

◆接触する液体と表面被覆による劣化対策

（１）ｐH２～３に酸性溶液 に ビニルエステル樹脂

（２）海水 に 不飽和ポリエステル樹脂

（３）大豆油 に ポリマーセメントモルタル ×

（４）鉱物油 に 対策なし

大豆油は脂肪酸を含む動植物油で、酸として
作用するため、セメント系は不適当

正解（３）

2013年度 問題３３
32

侵食の程度

非常に激しく侵食 かなり激しく侵食 普通の侵食

侵食する化合物
の種類

硝酸、塩酸、硫酸
亜硫酸、フッ化水素酸

水酸化カリ
水酸化アンモニウム
水酸化ナトリウム
硫酸アンモニウム

硫酸コバルト、硫酸銅
硫酸カルシウム
硫酸カリ

硫酸マグネシウム
硫酸マンガン

鯨油
羊の足の油
リンゴ油
灰汁
など

酢酸、フミン酸、炭酸
石炭酸、リン酸、乳酸
タンニン酸、酪酸

ギ酸、酒石酸、オレイン酸
ステアリン酸
パルミチン酸

塩化マグネシウム
塩化カルシウム
硝酸カリウム
硫化ナトリウム
亜硫酸ナトリウム
クレゾール
大豆油
牛脂
ブドウ糖
など

天然の酸性水
オリーブ油
魚油

重硫酸液
干草

クレオソート
酢酸カルシウム液
重炭酸アンモニウム
塩化アルミニウム
酢酸アルミニウム
ホウ酸ソーダ

など

コンクリートを劣化させる物質



2023年度十河塾

54

33

問題（３６）

◆ 含浸材の主成分と期待される効果

（１）亜硝酸リチウム ⇒ 鉄筋表面の不動態化

（２）けい酸ナトリウム ⇒ コンクリート表面の緻密化

（３）アルキルアルコキシシラン

⇒ 二酸化炭素の侵入抑制

撥水性はあるが、気体の抑制にはならない ⇒×

（４）けい酸リチウム ⇒ アルカリ性の回復

正解は（３）

2013年度 問題３６
33
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34

問題（３７）

◆ 電気化学的補修工法

（１）電気防食工法は、貴ではなく、卑に分極する。

（２）再アルカリ化工法は、化学的に変化させない。

（３）脱塩工法は、アルカリイオンは外部に集積しない。

（４）電着工法は、表面を緻密化し、正しい記述である。

適当なものは（４）

2013年度 問題３７

34
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35

問題 ３５

下水道処理施設の硫酸による劣化対策

断面修復工法として、不適当なもの

（１）除去する劣化部は、茶褐色に変色した層を目安 〇

（２）劣化部はフェノールフタレイン溶液で判断 〇

（３）断面修復層の厚さは検診針により測定 〇

（４）断面修復層の圧縮強度はリバウンドハンマーで測定

⇒ 既設コンクリートの状態で変化するので ×

不適当なもの 正解 （４）

2014年度 問題３５35
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36

（２９）の解説

正解 （３）

鋼単純合成I桁橋の疲労劣化で、床版を取り換えるため。

（A）応力分布は、合成床版であるため Ⅱ が適当。

（B）床版取り換え時に、上フランジと周辺ウエブが座屈
しない配慮が必要。

（C)下フランジと周辺ウエブは引張側であり、降伏しない
ような配慮が必要。

2017年度 問題２９
36
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37

（３０）の解説

正解 （４）

火災を受けたRC造建築物の調査

（１）部位aは、すすが付着しているので300℃以下。Ca(OH)2

が熱分解するのは500℃程度で,中性化はしないと判断できる。

（２）部位aは、受熱温度300℃以下で強度低下は80％程度。

（３）部位bは、灰白色で受熱温度600～950℃と推定できる。

コンクリートのヤング係数は、10％程度まで低下する。

（４）部位bは、受熱温度は600℃以上に達している。

2017年度 問題３０37
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コンクリート表面の状態と受熱温度

【加熱温度と力学性状低下の度合いについて】
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38

問題 ３９

線形累積損傷則（マイナー則）による疲労の照査

引張鉄筋の線形疲労度 0.76 ⇒ 1.0 までの時間

引張応力度 152N/mm2 が毎月400回作用

鉄筋の引張強度 400N/mm2

最大応力比Smax＝（152N/mm2／400N/mm2）×100＝38％

等価繰り返し回数 5×105 （図から読み取る）

400回/月×12×T１＝5×10５ が破壊までで T1≒104年

0.76×104＝79年 照査時点から25年 正解（３）

2015年度 問題３９
38
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疲労強度（累積疲労損傷度）

39
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問題（３９）

◆ プレストレストコンクリート桁の補強

外ケーブルの緊張力

σL＝P／A＋P・e／ZL

σL＝5.0N／㎜2 A=6.0×105㎜2

ZL＝1.42×108㎜3 e＝850㎜

P／6×105＋P×850／1.42×108＝5.0

P＝6.5×105N 正解は（１）

2013年度 問題３９
39

40



2023年度十河塾

63

問題（４０）

◆ 維持管理計画における現在価値

社会的割引率 ２％ 物価変動率 ０％

６０年後に要する費用の現在価値は

25＋25/（1＋0.02）20＋25/（1＋0.02）40＋25/（1＋0.02）60

＝25（1＋1/1.486＋1/2.208＋1/3.281） ＝60.8（百万円）

正解は（３）

2013年度 問題４０
40

■現在価値
財政負担の見込額算定（地方公共団体が
直接実施する場合とPFIを導入する場合）には，
現在価値にて比較することが求められる。

■割引率

将来発生する費用を現在価値に換算するに当たっ
て用いる換算率

・現在の100万円 →10年後は148万円（利率４%）
・10年後の100万円→現在の67.6万円（割引率４％）
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